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「安倍改憲NO！3000万署名」の九条の会奈良ネットワークの集約が18、815筆となりました。安倍首相が2018年1月22日に「憲法改正、いよいよ実現する時」と述べ、先の通常国会で「国民投票改正案を成立、改憲案発議」とアクセルをふかしていましたが、憲法改正スケジュールが大幅に遅れています。その背景には、昨年の9月以降、「安倍改憲NO!3000万署名」に取り組んだ草の根活動が大きく反映していると確信します。
奈良においても、地域・分野九条の会の取組みの活動が広がりました。一人ひとりが奮起し、集まり、学習し、活動する。このエネルギーが今後、様々な問題解決につながり「憲法を守る力」に発展していくと思います。
遅れた分、何がなんでもという安倍政権にはあせりも。10月2日、安倍首相は内閣改造の記者会見で憲法改正への決意を改めて表明。次の国会に改正案を提出できるよう党を挙げて取り組む姿勢を示し、自民党単独でも改憲案提出を含ませる発言を行っています。憲法審査会の開催に見られる与野党合意を踏みにじる暴挙や下村発言など目に余るものがあります。小選挙区党支部に「改憲推進本部」を設置し、改憲の世論づくりをめざし、下村博文改憲推進本部長が「全国行脚」を開始。しかし、朝日新聞の調査（11月17日・18日）では安倍改憲案を国会に提示することに「急ぐ必要ない」と答えた人が７０％にのぼり、無理やり議論する必要がないにもかかわらず、安保法制や共謀罪の強硬採決にみられたように数の力で押し切ろうとしています。また、7月に衆参同日選挙を行うという情報もあります。
安倍政権は、憲法九条改憲をあきらめていません。署名活動を通じて蓄えた力、新たに生まれた地域での共同の取組を更に発展させ、安倍改憲の発議を許さず安倍改憲を阻止するため草の根からの、市民からの取組みをどう作り上げていくのか、これまでの経験と教訓をもとに交流していきましょう。
1、 活動した地域、分野
釣り人、宗教者、小さい九条の会、ピジョン、九条を知らせたい、蟻の会、岡谷会、奈良市九条交流会、飛鳥、佐保路、富雄、登美ヶ丘、富南、西の京、平城ニュータウン、西大寺、郡山、生駒、橿原（白橿・畝傍・耳成・真菅・今井・耳成西）、香芝、平群、三郷、河合、王寺、上牧、葛城、広陵、斑鳩、桜井、宇陀
2、 世話人会の確立
ほとんどの地域、分野で世話人会が月1回行われ活動について話し合われている。
3、 会員へのニュース発行
登美ヶ丘（会員用ニュース、220名に署名用紙同封で配布）平城ニュータウン（月1回発行）
生駒（月1回４５０名に発行）橿原（ニュース会員1900名にポスティング、4月中に署名用紙回収）
三郷（ニュース会員４００名に「お願い文」と「安倍改憲NO！の署名」を送付する）
河合（年4回、４５０部発行）平群（ニュース年4回、４００戸に配布）
上牧（会員１００名に署名用紙送付）広陵（ニュース会員500名）
桜井（12月に会員80名に署名用紙2枚送る）香芝（賛同者350人に署名用紙配布）
釣り人（会員に返信用封筒同封、署名を呼びかける。2月に勤労者つりクラブ総会で一人１０筆の署名依頼を行う。個人のつながりも活用して署名を広げる）佐保路（九条の会の会員３０人に配布）
4、 安倍改憲の学習会
奈良市九条交流会（2月2日諸富弁護士による学習会「憲法九条改正で日本はどうなる？」を学習）
飛鳥（⾶⿃九条の会が５⽉３⽇奈良教育⼤学付属⼩学校 で「憲法を考える会」を開催。講師は⼭崎靖⼦ 弁護⼠で「私達の暮らしと憲法」のテーマ-で26 名が 参加し憲法２１条、２３条、２４条など⽣活に関わる 憲法中⼼の学習を行う）
佐保路（小冊子を参考に学習）
平城ニュータウン（4月13日「憲法カフェ」として戦場ジャーナリスト西谷文和氏「海外から見た日本国憲法」で戦争の本質を学ぶ、42名参加。５：３：２の法則である５０％の無党派或いは選挙に行かな方々を取込むには皆に活動を知ってもらう、このような会合を増やす、3000万署名を広めることが大事であると。　又、メディアに対しては、良い番組であれば、「良かったよ！」とのメールを送って励ましてやる必要があると強調。9月16日右京ふれあい会館で行政法が専門の紙野健二氏を招いて、「辺野古新基地について」と題した憲法カフェを開催。 紙野氏は、辺野古埋め立てについて国や県は得た情報を県民には全く知らせていない、国民主権はどこにもないのですと話され、行政法にてらしてのお話は、分かりやすく、参加者を納得させるものとなる　）
香芝（12月23日、清家弁護士を招いて「憲法学習会」を開催。校区交流会を開く。4月1日に学習決起集会、55名参加）
平群（4月14日、佐藤真理弁護士の講師で学習会、九条加憲の狙いと署名達成の意義を学ぶ。53名が参加）
三郷（三郷町文化センターで諸富弁護士を講師に憲法学習会を開催。４６名の参加）
河合（6月21日現行憲法勉強会第1回を開催。4月に終了。5月に再度前文を再度復習。テキストは井上ひさし「子どもに伝える日本国憲法」）
上牧（2月3日憲法カフェを開催。石丸秀司さんの歌、DVD「九条改憲って何」視聴。講演は石丸秀司さんの「安倍語録に見る改憲の狙い」田中正和さん「科学的に考えてみよう北朝鮮の核ミサイル」でした。かんまき９条の会主催の「第2回憲法カフェ」を4月14日上牧2000年会館で開催。 長崎五島列島出身で、8月9日三菱重工長崎造船所で少年工として被爆された久保健一さん（91歳）の貴重なお話を聞く。20名参加。８月11日14時、上牧2000年会館で第12回かんまき平和のつどいが開かれ１１０名が参加。瀧本邦慶氏が「語り部の遺言―脳梗塞を乗り越えた９６歳元海軍兵がいま、伝えたいこと―」を90分間、戦争がどのようなものか、万感の思いを叫ぶように訴えられました。「戦争は勝っても負けてもやってはいけない。戦争の先にあるものを考えないといけない。戦争は親より早く死ぬことを求められる非人道的なもの。人間の命さえも差別するのが軍隊」「国や指導部は国民を騙し、責任をとらない。お上の事は信用しないと決めている。よく考えてウソを一つでも減らすためにウソが分かったら反対することが大事。騙されてはいけない」と会場一杯に参加した中に、若い人や高校生・中学生も聞き入っていました。最後に「私は若者を大事にする。若者に言いたい。自分の命は自分が守ってほしい」と結ばれ、参加者に改めて戦争の罪悪と政府の嘘に騙されないことを訴えられる語り部の魂の叫びでした。 　２週間ほど前に６自治会に回覧などの申し入れをしたところ（初の試み）、会長が留守以外の４自治会全てで応じてくれ、普段９条の会ではあまり馴染みでない顔の方が参加。
葛城（長谷川義史絵本ライブ。有志がカンパし費用を捻出。当日若いお母さん達や子供も含めて２００名が参加。長谷川義史氏の平和へのメッセージに改めて平和の大切さが参加者に伝わるライブとなる）
広陵（10月23日広陵憲法カフェを広陵中央公民館で38名の参加者を集めて開催。念仏者9条の会 光徳寺　籐満智徳住職の講演「憲法9条は仏様の願い」を開催。「戦中、お寺さんが戦争に反対せず積極的に加担した反省のもと念仏者9条の会が出来た。憲法９条は仏法に則していることを学ぶ」講演後、籐満住職を交えお茶とお菓子をほうばりながら「３０００万署名」の取組を話し合う　）
斑鳩（1月8日世話人会でDVD[九条改憲って何]で学習）
桜井（3月10日に憲法カフェ。8月6日に「平和を語るつどい」として子どもたちにも被爆の実相を知ってもらおうとアニメ「はだしのゲン」の上映会とする。 子どもも含めて31名の参加があり、半分の方から感想文をいただきました。 「いろいろないのちをとって、せんそうはよっぽどこわいんだなとおもいました。したくもないしやられたくもないです」小学生の感想）
橿原（10月7日橿原九条の会結成１３周年記念行事が橿原文化会館小ホールで201名が参加し開催。浜矩子氏（同志社大学大学院教授）による記念講演「ふだんの暮らしと平和...そして戦争」と題して行われました。）
岡谷会（12月18日宮尾弁護士を招いて学習会を開催。各職場で独自学習会（DVD）を行う。
ピジョン（憲法24条、朝日新聞「新聞と九条」で学習会を開催）
生駒（１０月14日1時半から4時半までたけまるホールで生駒憲法学習会・第3回意見交流会が行われました。48名が参加）（詳細はニュースNo.２５）
5、 街頭署名活動
広陵（目標を700筆と決める。毎月19日エコールマミで街宣署名活動。ビラとティッシュを配布。1月19日香芝と合同で実施、３０筆集約。2月19日は12筆。3月19日14人参加、36筆集約。5月19日は８人が参加、 途中で２人の小さい子供を抱えたお母さんが飛び入りで 応援参加してくれ、買い物客や通行人の注目を集めま した。中には「９条改正賛成や」と言う人もいましたが 良い反応も多くビラとメッセージ入りティッシュを140 セット配布、3000万署名も２4筆集まりました。中には 「ぜひ頑張ってください」と手を握りにきた人や「これ だけ（9条改憲）は絶対許せない、これぐらいしか協力 できないけど」と言って署名してくれた人もいました。 7月19日宣伝・署名行動は午前10時20分から11時まで実質30分の行動 でしたが、 暑い中9人が参加、安倍9条改憲NO！の チラシと「日本と世界の平和な未来のために、日本国 憲法を守るという一点で手をつなぎましょう」と言う メッセージ入りのティッシュを約70セット配布。「安倍9条改憲NO！」3000万署名も29筆 。9月19日、戦争法強行可決から3年、この日を決して忘れないと 16：20～17：00　近鉄五位堂駅前で「戦争法廃止、安倍9条改憲NO ！」の宣伝・署名「19の日行動」を行う。12人が参加、スーパーメガホンで宣伝しながらビラを100枚配布、署名が20筆。高校生や若い人が良く署名してくれる　）
九条を知らせたい（月に2回金曜日近鉄奈良駅で手のひらサイズのパンフ配布と署名。11月24日から6月1日まで14回実施。1月5日氷雨の中、「日本国九条の英語・韓国語・中国語・スペイン語・フランス語翻訳」のチラシ配布。18筆集約。2月16日参加者の手書きポスター「新しい憲法の話から抜粋」でスタンディング。4月27日新たな参加者3名がプラカードを持って参加。５月１１日12回目の街頭署名。６人参加で２０筆集まりました。奈良界隈散策の男性グループに署名をお願いにいくと改憲論議。5月18日1３時か14時まで近鉄奈良駅行基菩薩前で13回目「憲法九条を知らせたい」の街頭宣伝署名を開催。「3000万署名―タ―１３５００９１０」のパネルを広げ市民連合意見広告塔を立てていると通りゆく観光客がチラリと見たり、じーっと見たり。これは反応あり。遠足の帰りの小学生たちが「憲法九条を守るの賛成です」と言いながら歩いていくので「みんな、戦争には行かないとはっきり言うのよー」とおばさんたちは小学生に訴える。 前回に続いて、憲法談義が。6月20日菩薩噴水前にて「安倍9条改憲NO!」のスタンディング・署名を行う。　手のひらサイズのチラシ配布。　手作りの横断幕「私たちの願い　平和への約束　それが憲法9条」を横目でチラリと見ながら通り過ぎる人、「署名します」と近寄ってくる観光客も。　恩師が立ち寄られスタンディングの嬉しい出会いとなる。　 9月から署名に加えてシール投票も10月11日、10月25日、11月8日、11月22日に実施。対話ができる。）
生駒（目標３００００筆6の日、9の日、19の日行動に加えて3の日行動で街頭署名、スタンディング実施。3月19日、4月19日は3時間のロングラン署名、3月はのべ56名参加１８２筆、4月はのべ51名参加、172筆を集約。多くの人達が積極的に署名。多くの人々が寄ってきて、署名をしながら「ごくろうさまです」と声をかけてくれる。5月3日は参加者25名。3000万人全国呼びかけ人、生駒呼びかけ人、奈良市民連合意見広告の大きな立て看板を立て、大きな声でシュプレヒコール。7月9日は大変暑い日でしたが生駒駅行動で14名が参加.9条署名は、1時間で33筆でした。通算で2870筆です。10月14日には、3000万署名交流会を開催。10月19日、6月以来、久しぶりの3時間ロングラン！ のべ35人が参加。 3000万署名を137筆、核兵器廃絶署名は123筆。 沖縄知事選でオール沖縄の玉城さんの圧勝や安倍改憲シフト改造内閣発足、早速の片山議員の口利き疑惑、臨時国会に安倍9条改憲案を出すなどの安倍首相の強硬発言。市民の関心も高く、特に若い高校生たちとも積極的な会話があちこちで。 ひとりで二つの署名をそれぞれ19筆も集めた「署名の達人」が二人も。１1月3日は「文化の日」、「憲法公布記念日」で全国で「憲法9条守れ！、憲法改悪反対！アベ政治を許さない！」声が響き渡りました。 生駒でも定例の3の日行動と重なり「アベ政治を許さない！」「安倍9条改憲NO!」スタンディング宣伝を15名で行いました。）
香芝（1月9日、2月19日、3月19日、４月１９日午前１１時から、香芝共同センターと香芝九条の会は、商業施設エコールマミで、安倍九条改憲NO!の宣伝と署名に取り組む。宣伝では「安倍首相が「自衛隊」は、災害救助で頑張る自衛隊ではありません。集団的自衛権を行使して、“海外で米軍と一緒に武力を行使する自衛隊”です。」などと訴える。そして「安倍首相の手から、私たち国民の財産である憲法を守りましょう。子どもたちに、平和憲法を無傷のままで手渡しましょう。「安倍９条改憲ＮＯ！　憲法を生かす全国統一署名」へのご協力をお願いします。」と署名への協力をよびかける。参加者は９名、この内２名は初参加。署名は２８筆。5月１９日にエコールマミで街頭署名、宣伝を行う。6月１９日早朝、ＪＲ香芝駅前で、香芝共同センター・香芝九条の会は「安倍政治へ怒り爆発・香芝１９日行動」を開催。参加者は「安倍政治を許さない」のパネルをもち通勤・通学生によびかけ、「ほんまに安倍は許せい」と声をかけてくれる。参加者は９名、チラシは５０枚。 7月１９日早朝７時から、１９日行動を近鉄関屋駅前で行い７名が参加しました。「安倍政治を許さない」のポスターを掲げたスタンディングオペレーションを３０分間行いました。安倍自公政権の９．１９戦争法強行忘れない・許さないと、近鉄五位堂駅前で署名宣伝。１１名が参加、署名は１０筆。）
平群（目標５０００筆。定例。毎月19日スタンディング。3月19日は20名参加。3名のトークと最後にコール。車の中から手を振り、合図する人が増える。4月19日も実施。定例のスタンディング宣伝は、快晴のもと改ざん・隠ぺい・ねつ造・介入・セクハ ラ・暴言・・・・底なしの安倍政権の強権破たんを告発し、9条改憲を許さない3000万署名達成の決意 を固め合う。 車の中からのお手ふりなどのリアクションが。信貴山節分での署名100筆。憲法記念⽇の５⽉３⽇、毎年恒 例となった九条の会・へぐり主催のピースウォーク を⾏い、約５０⼈が参加。「守ろう憲法９条」 の横断幕を先頭に、「安倍改憲ノー」「安倍政権は退 陣を」などのノボリやプラカードを持ち、参加者全 員がゼッケンをつけて平群町中央部のＡコープから 南部のコープ⻯⽥川まで７千歩、４Ｋのパレード。10月21日信貴山で署名活動。11月26日道の駅で署名活動）
三郷（1月19日に王寺駅で街頭宣伝、11名参加、43筆集約。2月19日7名参加、33筆集約。3月19日に王寺駅で街頭署名。7名参加、33筆集約。4月11日、4月19日、4月21日街頭署名）
橿原(毎月2回、橿原神宮前駅・八木駅前、Aコープ前で実施。のぼり、ポスター横断幕のセットを活用。７月７日、八木駅前で署名活動及びマイク宣伝を行う。午前１１時から１２時まで、小雨の降る中、新婦人橿原支部、 橿原市平和委員会および白橿町９条の会の皆さん１１人で行いました。 核兵器廃絶署名・１８筆、3000万人署名２６筆いただきました。 署名の間、会話も進み、元気をいただきました。８月も今回と同様に合同で活動することを確認しました。 9月24日Ａコープ前での署名 活動を１時間、久しぶりに３２筆の署名)
平城ニュータウン（毎月9日に高の原駅で街頭署名。どの子も殺し殺されないの横断幕やポスターを掲示。かかしの憲君と法ちゃんも参加。ボブディランのCDを流しながら独自ビラ配布、署名、宣伝をしている。3月、4月は2回、スーパーの近くでも実施。3月9日は高の原駅、14日は近くのスーパーと病院の近くで1時間行う。国会が始まり働き改革の労働裁量性のねつ造データーや高度プロフェッショナルの労働者いじめ法案の審議中ということもあり、若者の署名や積極的に署名する人も。14日は森友問題で安倍政権が官僚の責任にする状況もあり、怒っているお年寄りや主婦の方々の署名が38筆集まる。 8月15日敗戦記念日、高の原駅前で4時から5時まで戦争写真展を行う。広島.長崎の被曝写真と第2次世界大戦の戦火や戦地の写真を展示。駅に向かいながらチラッと見ていく人、ゆっくり立ち止まってじっと見入る人達。最初は無関心そうだった若者が「海外でも戦争出来る自衛隊に変わってしまう」との説明に署名を。「頑張ってください」と言いながら核廃絶署名にも名前も。6月23日沖縄戦没者追悼式で朗読した中学3年生相良倫子さん「生きる」の詩をチラシにして100枚配布。）
王寺（２０００筆目標。11月24日53筆、12月9日、18日、19日、22日、23日、1月9日、5名参加、１０筆。1月18日、7人参加、３８筆。21日、26日。2月1日、2月2日、2月6日、2月9日、2月22日、2月23日、3月7回。3月31日14時から16時まで街頭署名活動を王寺駅南口で行う。80歳台の男性が「悲惨な第2次世界大戦の反省から憲法九条ができました。守っていくために署名をお願いします」と通行する人にペンを差し出すようにして署名をお願いしている姿に思わず足を止めて署名を。参加者は通行人に心を込めて署名の訴えを。今年小学校を卒業した女の子達3人が自分の名前を丁寧に署名。この子達の未来を明るいものにするためにも頑張らないと！ 今、王寺駅では毎日2時間の街頭署名が行われている。1月から4月で39回街頭署名。5月17日、5月23日、26日、27日、28日31日に2時間の街頭宣伝・署名活動。
蟻の会合唱団（2月10日JR奈良駅前で歌声とともに署名活動を行う。24名参加、４５筆を集める。3月19日も実施。）
富雄（2月3日節分の日添御県坐神社（そうのみあがたにますじんじゃ）前で署名活動。8名参加、地域の学校のクーラー設置と核廃絶、3000万署名を行う。知り合いや近所の人も多くいてちょっと待ってもらう位だった。1時間で78筆集まる。 　　　1月から3月まで毎週富雄駅で街頭署名実施）
桜井（毎月9日に駅前で3人集まれば署名活動を行う。1月8日成人式でパンフ「これが九条だ」配布、署名活動。4月30日長谷寺駅前で20名で街頭署名）
上牧（4月1日、エコールマミで街頭署名。5月3日スーパー横で7名のアクション、署名のお願いと九条ティッシュ配布）
小さい九条の会（「九条をしらせたい」に会員が参加し、2週間に1回街頭署名・スタンディングを行っている。「憲法前文と安倍がやっている憲法違反を手のひらブック」に作成し広げる。
登美ヶ丘（スーパー前で街頭署名、11月3日JR奈良駅前で街頭署名。44筆集まる）
6、 地域・戸別訪問署名活動
三郷（2月20日から3月19日を世話人中心の署名活動期間とする）
広陵（11月23日に3人一組で12筆。12月23日地域訪問。全戸訪問2回実施、地域訪問13回。9月1日～9月9日の「全国一斉署名行動週間」の呼びかけに呼応して 9月8日と9月16日に地域訪問署名活動を実施。 
9月8日は5人が参加し16時～17時半まであらかじめピックアップした家を35軒 訪問。内25軒で対話ができ署名が23筆集まる。 9月16日は4人が参加、10時～11時半まで 30軒訪問し20軒と対話、7軒から署名が10筆集まる。 
　 署名してくれた人では次のような反応がありました。 
・最初”国を守るためには自衛隊は必用なのでは”と言っていた女性が30分対話する中で署名に応じてくれた。
・”神戸空襲で被災、戦争は絶対ダメ”と快く署名。・国民投票があるから大丈夫と思っていたがそうではないんですか？
・安倍さんはやりすぎ ・安倍さんの言っていることはウソばっかりで腹が立つ。9条改憲はダメ。
一方署名してくれなかった人の反応は次のようなものでした 
・戦争はいやだけどよくわからないから。（3人・・・高齢の女性）・戦争はいやだけど頑張っている自衛隊を憲法に書き込むのは良いのでは。・考え方が違う・政治に関心ない。もう結構 ”よくわからない”とか”戦争はいやだけど国を守る力も必要では”と判断に 迷っている人が多い。
話を聞いて対話していくことが重要と改めて感じました。）
桜井（2月に2回署名活動を行う）
佐保路
平城ニュータウン（会員へ署名用紙配布後、世話人で手分けして戸別訪問して集める。自宅周辺や地域知人宅を訪問し集める。独自ビラも配布）
広陵（全戸訪問2回実施。地域訪問13回111筆集約）
王寺（1月19日、2月16日、地域の賛同者宅に署名のお願いに入る）
橿原（12月5日6名で戸別訪問）
登美ヶ丘
富雄

7、 独自ビラ配布
橿原（橿原在住著名人20数名に賛同者になってもらい、独自署名用紙作成）
登美ヶ丘（4枚作成）
奈良市九条交流会（署名用紙の裏に奈良市在住の呼びかけ人をお願いする取組を行い54人が呼びかけ人になってもらう。奈良市内の可能な限り全戸配布予定）
香芝
宗教者九条の会（共同アピール文を作成、配布）
桜井（独自にリーフレット作成、全国市民アクションの葉書配布）
佐保路（地域の賛同者53名を載せた地域ニュース配布）
生駒
橿原
広陵
王寺
8、 集会、交流会
平群（ピースウオークin平群を5月3日に実施。幟やプラカード、全員ゼッケンをつけて4キロのパレード。約50人が参加）
生駒（第2回交流会in生駒を4月15日に開催。署名到達点や問題点が話し合われる。空白地域１９０００世帯にチラシ、署名用紙を配布する第宣伝行動について「チラシ巻きボランティア」が82名参加。11月23日に3000万人署名成功のための生駒交流集会を開催。）
橿原（3月18日に「憲法変えたらアカンがな！集会」開催。近隣９条の会（広陵、桜井、葛城）も参加。橿原市で最近結成された「八木今井９条の会」の紹介。奈良市民連合共同代表、民進党、日本共産党、社民党、新社会党、立憲市民フォ－ラム奈良各代表の挨拶。集会参加者は６０人。集会後、橿原市役所まで元気よくパレ－ド 。5月3日「安倍さんに九条変える資格ある？？？」集会が開催、集会後参加者70名でパレード。7月16日「安倍９条改憲にトドメを！　　3000万署名と『市民+野党共闘』の力で打ち破りましょう！ 」集会が近鉄八木駅前で開催、４０人参加。集会後、橿原市役所まで元気よくデモ行進。　9月16日に中和近隣９条の会主催が八木駅前で『安倍９条改憲・辺野古新基地建設　反対！』集会を開催。参加者は約７０人。）
葛城（長谷川義史絵本作家講演）
生駒（長谷川義史絵本作家、音楽演奏会）
上牧・河合（9月1日「第１４回まほろば平和音楽祭」が河合町まほろばホールで開催。中国琵琶の親子奏者競演ということもありチケットも１０３１枚販売。若い人々も多く参加者は７４０名。 実行委員会特別企画の朗読：絵本“よしこがもえた”では戦争の悲惨さの切々 としたお話に憲法９条を守らねばと強く思ったとの感想が。ロビー企画で は、～子や孫たちに平和をつなぐ戦争展～（展示ボードA２判１５枚＋戦争中の遺品・資料展示）大阪 大空襲の写真などが 来場者の大きな関心を呼ぶ。３０００万署名とヒバクシャ国際署名も行われ４３名分集まる）
9、 ビラ全戸配布
生駒（憲法生駒共同センターは、この３月までの半年間の取り組みを総括した結果、署名数の目標に対してまだまだ程遠い現状である。そして署名用紙と訴えちらしのセットをかなりの地域で全戸配布し、回収の取り組みを進めてきたが、まだまだなぜ空白地域があるかについては、やはり運動員の高齢化と病気などの多発が大きな要因としてある。だからといって、その現状をそのまま放置することは許されない。 署名用紙の全戸配布の可否については、テレビや新聞がこの3000万署名運動、改憲反対運動をほとんど報道しない現状にあっては、我々の運動の宣伝手段としてやはり有効である。まず全国民、全市民に安倍改憲の何が問題か、知ってもらわねばならない。しかし配布だけで放っておけば署名の回収が進まないので、数人のチームをたくさん作って今後訪問していくことが大切だ、それは計画的にやっていこう。まず全戸配布を進めよう。 このような論議をへて、生駒市内の空白地域19000世帯を算出した。そして市内全域から「チラシ撒きボランテイア」を広く募集した。その結果、 これまで81名もの方々が名乗り出ていただいた。そして自分の知らない地域に入ってもらうため、最低１人約200部配布を基準として、約200～300世帯ごとの地図を作成（名前入り住宅地図から）し、 ４月中旬に全体の経験交流会を開いて、情勢や運動の仕方について意思統一した。みなさん、快く引き受けてくださり、１９０００世帯に4月下旬から配布）
香芝（チラシ５０００枚を作成、全戸配布を行う）
王寺（９０００枚作成配布）
登美ヶ丘（2月中にチラシ６０００枚全戸配布する）
10、 地域での連携
斑鳩（斑鳩町では、毎年３月に町の文化サークルの発表会が「公民館まつり」として、中央公民館で開催。 斑鳩町は、先の大戦の悲惨な体験を踏まえ、「聖徳太子の和の心」に則り、戦争の惨禍を二度と繰り返してはならないと誓い、戦後いち早く『非核平和宣言の町』を天下に宣言した町。核兵器廃絶を訴える、国際平和団体『I CAN』が、ノーベル平和賞を受賞。「９条の会」では、立命館大学国際平和ミュージアムのご協力を得て、公民館祭りのコーナーで憲法９条の意義と護持を訴え、特に、ローマ法王が全職員にご自身のメッセージを添えて配布された、焼き場で弟の火葬の順番を待つ長崎の少年の写真を展示。３５０名を超える観覧者に深い感銘を与え、憲法９条の改憲の危険性を広く訴える。）
平城ニュータウン（3月10日北部会館フェスタに平城ニュータウン九条の会が参加。「なぜアンネフランクは殺されたか（ヒトラーと安倍政権の類似）」を展示。憲君、法子ちゃんも参加。世界各地で立てられているアンネフランクの銅像やアンネが隠れていたアムステルダムの隠れ家、収容所の写真を見ながら、中学生や高校生、小さい子供連れのお母さんなどが「ナチス党ヒットラーによるアンネフランクに代表される悲劇」の説明や今の日本の政治がヒットラーの政治手法に似ていてどれだけ危険なものかの話を聞き、安倍改憲NO!３０００万人署名に若い人達も積極的に賛同し署名。憲君、法子ちゃんも参加）
三郷（3月2日「万葉プロジェクト講演」に連動して署名活動。3月10日「ふれあい健康フェスティバル」参加者向けチラシ配布、署名活動）
橿原（白橿９条の会は、白橿町連合自治会主催の夏祭り（８月４日～５日） に協賛し、案山子の展示をしました。アイディア賞を頂きました。　8月１２日、白橿９条の会で終戦記念日映画会を開催。 映画「２４の瞳」を上映。来場者は２８人。上映後映画鑑賞会をしました。 貧しかった時代を思い出された、大石先生と児童の今では考えられない 教育だ、現在の先生方の忙しい時代と違う、懐かしい俳優が多く出演 されたいたなど、３０分の鑑賞会を終了。11月17-18日、橿原ニュータウン連合自治会主催文化祭に「沖縄に日本国憲法が存在するか？」展示と「南京事件Ⅱ歴史修正を検証せよ」上映。戦争遺品展示も行う。）
桜井（桜井市の市民体育大会当日（10月7日）、8時30分から10時まで、会場近くで安倍改憲NO！3000万署名宣伝を実施。署名していただけた方は8名と少なかったですが、ミニリーフは50枚ほど配布。こちらから署名のお願いをする前に、置いてある署名用紙にペンを取って署名をしていただけた方が3名もおられました。 それも、続いて。今までにないことです）　
平群（4月29日、町最大のイベント「時代まつり」で平群駅前にて署名活動。17名参加64筆）
11、 地域との共闘
上牧（4月1日「広陵町民の会３０００万署名交流会」講師河戸憲次郎さんを招いて開催。上牧町民の会を4月28日に結成。77名の賛同者が載った結成宣言を採択。宮尾弁護士の記念講演「九条を書き込めば日本はどう変わる？」に35名が参加。2次会には7名参加。5月3日町民アクション）
広陵（2月12日広陵町民の会結成大会開催。90名参加）
西大寺（2月3日西大寺・あやめ池・学園前で九条改憲反対の共同センター結成。佐藤真理弁護士の学習会に60名参加）
王寺（王寺町民アクション結成）
富雄南（「全国3000万署名を成功させる西ノ京地域の会」を2月１１日に発足集会を行う。諸富弁護士を講師に招いて憲法九条の学習会を行う。呼びかけ人として僧侶・教育者・作家・芸術家にお願いしている
香芝（「3000万署名推進代表者会議」を11月28日に開催。）
佐保路（安倍９条改憲NO!全国市民アクション３０００万署名佐保地域の会結成）
九条を知らせたい（「第１４回憲法まつり」に１１・３国会前行動につながるスタンディングとシール投票を２時から３時まで３０名が参加して実施。九条を知らせたい、小さい九条の会、平和を求めるおばちゃんの会、肉球新党、戦争を許さない熟年の会、登美ヶ丘九条の会など市民が集まる。登美ヶ丘九条の会が行っていた安倍改憲NO!３０００万署名は４４筆集まる。奈良県初のストリートビューも上映。
憲法を生かす奈良県学習決起集会　5月６日に市民連合主催で開催。参加への呼びかけや事前の準備などへの協力、今の安倍政権への憤りやまともな政治を求め、市民連合に期待する市民350名が参加、熱気あふれる学習決起集会となる。講師清水雅彦氏の講演は解りやすく、「安倍政権はボロボロだが改憲をあきらめない。日本会議も最後まであきらめない。楽観的になってはいけない」と引き続き署名活動と安倍改憲の危険性を伝え広げてほしいとの強いメッセージから始まり、改憲を阻止するのは、労働組合、市民、野党が大同団結で共闘で市民アクションに結集していくことが大切との方向性の訴えあり。学習会後、200名以上の参加で奈良公園からJR奈良駅まで「安倍改憲O!」「安倍退陣」「麻生辞任」「改ざん・隠蔽内閣退陣」等のシュプレヒコールをあげながらパレードを行う。
個人的つながり
生駒（正月明けに年賀状を交換している知人・友人85名に私信と用紙を送付。33名２９７筆集まる。意外な戦争や平和への思いを知る）
桜井（知人に郵送、常に持ち歩いて１３５筆集めた会員がいる）
平城ニュータウン（知人、親戚、元同僚などにお願い文と署名用紙同封、８２０筆集める）
小さい九条の会（知人・親戚に依頼）
釣り人（退職者が多く、年賀状交換している人に署名用紙を送る）
登美ヶ丘（1月中に世話人が最低１０筆集める）
西大寺（九条の会の会員70人に署名用紙を配布。３６筆集約）
市民連合　3月19日に市民連合主催でJR奈良駅前での街宣とパレードが行われる。 5時前から蟻の会合唱団の歌声が響き始め横断幕やのぼりも上がり、署名活動が。150名ほどが参加。国会もあり、森友問題の改ざんの真相究明を求める市民の声も高まっており、官僚に責任を押し付け解決しようとする安倍官邸に怒っている市民が、 安倍改憲NO!３０００万署名に積極的に署名。「本当に怖い世の中になってきました。 私にはひ孫もいます。ひ孫も守るよう頑張って活動してください。お願いしますね」と励ましの言葉も。 参加者も気合が入っていて、チラシやティッシュもどんどん手渡しが出来、元気になる街宣署名活動。 パレードは、ママの会の呼びかけに参加者のほとんどがJR奈良駅を出発、自民党会館前では「安倍さんは、もういいよ」とのコールを大きな声で張り上げ、 3０分ほど行いました。太鼓やタンバリン、三線などの音楽もあり、若者やママさん、子どもも参加していました。 9月19日6時半から市民連合奈良主催「9.19安倍退陣！戦争法廃止総決起集会」が開催。集会では、奈良市民連合共同代表、各政党（国民民主党、社民党、共産党、新社会党）が野党共闘で9条改憲阻止・戦争法廃止・安倍退陣の訴え、沖縄から玉城氏支援の訴え、集会決議が読み上げられ参議院選挙に向けての野党協力・共闘への機運が高まる集会となる。集会後、JR奈良駅から奈良公園前までパレード。

二、討議の柱
１，経験と教訓をもとに3000万署名達成への取組み、安倍改憲を発議させない活動をどう進めていくのか交流する。


２，財政
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